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1.IRIDの紹介
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▶４者（政府、NDF、東京電⼒、IRID）が連携して1F廃炉を推進。
▶IRIDは技術開発の実施者（R&D組織）として貢献。

東京電⼒ホールディングス
(1F廃炉推進カンパニー)
東京電⼒ホールディングス
(1F廃炉推進カンパニー)

国際廃炉研究開発機構
（IRID）

国際廃炉研究開発機構
（IRID）

中⻑期ロードマップの決定

政府（経済産業省）政府（経済産業省）

技術戦略
技術判断

1. 重要課題に対する戦略⽴案
2. 研究開発企画
3. 重要課題の進捗管理の⽀援

COE 組織として
（COE：Center of  Excellence、司令塔）

R&D 組織として廃炉実施 組織として

原⼦⼒損額賠償・廃炉等⽀援機構
（NDF)

原⼦⼒損額賠償・廃炉等⽀援機構
（NDF)

重要課題を提⽰

報告

技術
開発

現場オペ
レーション

IRIDの役割

4
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3. 研究開発
に関する

⼈材育成
に取組みます。 「サイエンスアゴラ2015」での

廃炉ロボットのデモ

2. 廃⽌措置
に関する

国際、国内
関係機関と
の協⼒を推

進します。

国際顧問との会議

格納容器内部調査ロボットの開発
1. 廃⽌措置

に関する
研究開発
を⾏います。

▶IRID事業の３本柱

5

IRIDの事業内容
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●原⼦炉の冷温停⽌状態の継続
●滞留⽔処理（汚染⽔対策）
●発電所全体の放射線量低減・汚染拡⼤防⽌
●使⽤済燃料プールからの燃料取り出し
●燃料デブリ取り出し
●固体廃棄物の保管・管理と

処理・処分に向けた計画
●原⼦炉施設の廃⽌措置計画

中⻑期ロードマップ（改訂３版※）

廃炉事業 研究開発の全体像

安定化に向けた
取り組み（ステップ1,2） 第１期

・冷温停⽌状態の達成
・放射性物質放出の
⼤幅な抑制

使⽤済燃料プール内の
燃料取出し開始までの期
間(⽬標:ステップ2完了か
ら2年以内）

2011年12⽉
(ステップ２） 11⽉2013年

第３期

廃炉終了までの期間
(⽬標:ステップ2完了
から30〜40年後）

取出開始
▽2021年〜 30〜40年後

※：2015.6.12改訂

第２期
燃料デブリ取り出しが開始され
るまでの期間(⽬標:ステップ2
完了から10年以内）

初号機取出⽅法確定
▽2018年度上期

取出⽅針決定
201７年夏頃

▽

IRIDの研究開発スコープ

実⽤

応⽤
開発

基盤的
研究

基礎研究

⼤学・研究機関

JAEA
（⽇本原⼦⼒研究開発機構）

IRID

東京電⼒
・現場ニーズ
・現場条件
・規制要求
・性能保証

・新技術の適⽤
・機器・装置開発
・性能実証
・安全データ取得

・特殊な研究施設・装置
・基盤的データの採取

・基礎的解明
・新規アイデア
・⼈材育成・教育

知識・研究者の
⼀本化

NDF「戦略プラン2015」より
IRIDはこの分野のR&Dを担当

6
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2. 研究開発の状況（概要）
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略語

8

▶ 福島第⼀原⼦⼒発電所⇒「１Ｆ」

▶ 燃料デブリ⇒「デブリ」
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「代表値」：現時点において最も確からしい値。
「推定重量」：燃料＋溶融・凝固した構造材（コンクリート成分を含む）

▶ 解析結果及び実機調査データ（温度データ、ミュオン測定、
PCV内部調査等）を総合的に分析・評価。

今、デブリはどうなっているか？

圧力容器
（RPV）

格納容器
（PCV）

ペデスタル

原⼦炉建屋（R/B）

１号機 ２号機 ３号機
場所 代表値※ 代表値※ 代表値※

炉⼼部 0 0 0
RPV底部 15 42 21

ペデスタル内側 157 146 213
ペデスタル外側 107 49 130

合計値 279 237 364

（単位：トン）：RPV内 ：RPV外

ペデスタル底部のデブリが多い（80%以上）
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（参考）２号機ミュオン調査結果

▶ 燃料デブリの⼤部分は圧⼒容器底部に存在している
（東京電⼒HDによる推定）

測定期間：H28.3.22
〜7.22

H28.7.28東京電⼒HD公表資料から引⽤

ほぼ同じ

＜RPV内に存在する物質量＞
RPV
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1Fデブリ取り出しの難しさはどこか

11

圧力容器

遮へい壁
汚染⽔

原子炉建屋
（格納容器)

TMI‐2

格納容器
圧力容器

原子炉建屋
1F‐1,2,3

放射性物質の
閉じ込め機能が「不⼗分」

放射性物質の
閉じ込め機能が「健全」

デブリ総量約133トン 約880トン（3基）

デブリの拡がりほぼRPV内、⼀部が配管内 ペデスタル底部に落下、
底部コンクリートを浸⾷

放射線量（オペフロ線量）
除染・遮蔽後※ :約1mSv/h

（オペフロ線量）
現在:数⼗〜数百mSv/h

※：事故直後は数⼗mSv/h
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使⽤済燃料プールから取出した燃料集合体の⻑期健全性評価使⽤済燃料プールから取出した燃料集合体の⻑期健全性評価

IRIDの研究開発プロジェクト

12

.プール燃料取り出しに係る研究開発(1PJ)1

.燃料デブリ取り出し準備に係る研究開発(12PJ)2

R/B内の
遠隔除染

技術

2016.3終了

除染・線量低減技術

PCV
漏えい箇所の
補修・⽌⽔

技術

補修・⽌⽔技術

実規模試験

PCV
漏えい箇所の
補修技術の

実規模試験
炉内状況
総合的な
炉内状況
把握
の⾼度化

燃料デブ
RPV内

燃料デブ
リ検知
技術

PCV
内部調査

技術 燃料
デブリ
性状
把握

RPV
内部調査

技術

内部調査・分析技術
＜直接的調査＞

＜間接的調査＞

燃料デブリ・
炉内構造物取出
基盤技術

健全性評価
RPV/PCVの
健全性評価

技術

燃料デブリ
臨界管理

技術

収納・移送
・保管技術

燃料デブリ
収納・移送
・保管技術

燃料デブリ取り出し技術
＜安定状態の確保＞

＜デブリ取り出し＞

燃料デブリ・
炉内構造物取出

システム

燃料デブリ・
炉内構造物取出
⼯法・
システム

固体廃棄物の
処理・処分

技術

.廃棄物に
係る研究開
発(1PJ)

3

14PJが
進⾏中
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各研究開発プロジェクトの⽬的

1.建屋内の線
量を下げる

 遠隔除染装置の開発
.建屋内の線量を下げる１

3.PCVからの
漏えいを⽌める

4.PCVに⽔を張る

 PCV補修・⽌⽔技術の開発
 PCV補修・⽌⽔実規模試験

,4.PCVの漏えいを⽌める、⽔を張る35.デブリを取り
出す

 デブリ取り出し基盤技術の開発
 デブリ取り出し⼯法・システムの開発
 臨界管理技術の開発

.デブリを取り出す5

2.デブリの
状態を知る

◎間接的に知る
 解析による炉内状況把握
 宇宙線ミュオンを利⽤した透視

◎直接的に知る
 PCV内部調査、RPV内部調査

.デブリの状態を知る2

 デブリ収納・移送・保管技術の開発
.デブリを運びだし、保管する6

6.デブリを収納・移送・保管する
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遠隔除染技術 収納・移送・保管デブリ取出PCV補修デブリ調査除染

原⼦炉建屋内の放射線量（１号機１階）※

X100B

1.9
1.2

3.0 2.0

2.5

4.5

4.5

8.0 3.0

22.0

3.57.03.5

7.03.5
4.0

3.5 3.5 4.5

3.5
5.0

4.0
100

230

床近傍
2100

X49表⾯
MAX800

X40B表⾯
MAX 23

15

48
26

127

290 800 1820
290138 600

12801100220300

床貫通部
4700

ファンネル直上
2200

60

90
120

40 95
54 247

5.0

6.5 7.0 8.0
15
20

6.0

7.5
7.0

7.0
4.5

6.5

5.0
5.0

6.0

11.4
上部
100上部

50

1.５
9.0

20

上部1700

1200

3mSv/h 以下 3mSv/h 〜10mSv/h 10mSv/h 〜20mSv/h

20mSv/h 〜50mSv/h 50mSv/h 以上

※：2013.3.22時点

使⽤済
燃料
プール

RPV

PCV

原⼦炉建屋（R/B）

R/B内の線量が⾼く容易に
⼈が近づけない。作業場
所の環境改善（線量
低減）が必要。

開発のニーズ

除染ユニット台⾞コンプレッサー台⾞
20m40m100m 作業台⾞

上部階⽤

吸引／ブラスト

⾼圧⽔噴射

ドライアイ
スブラスト

低所(床,下部壁⾯)⽤

伸張

回転アーム

⾼所⽤

作業、移動
エリアの除染
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遠隔除染技術 収納・移送・保管デブリ取出PCV補修デブリ調査除染

現場への適⽤（３号機）
2016年1⽉〜2016年2⽉に
３号機R/B１階で吸引
除染及びドライアイスブ
ラスト除染を実施。

低所⽀援台⾞

低所除染台⾞

⾼所除染装置

コンテナから搬出する場⾯

３号機R/B内への進⼊⾵景⻄側壁⾯
進⼊ルート

電源盤

ケーブルトレイ

：吸引 ：ドライアイス

エレベータ上部壁⾯
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1号機1階 2号機1階 3号機1階

X100B

1.9
1.2

3.0 2.0
2.5

4.5
4.5

8.0 3.0
22.0

3.57.03.5
7.03.5

4.0
3.5 3.5 4.5
3.5

5.0

4.0
100
230

床近傍
2100

X49表⾯
MAX800

X40B表⾯
MAX 23

15
48

26
127

290 800 1820
290138 600

12801100220300

床貫通部
4700

ファンネル直上

2200

60

90
120

40 95
54 247

5.0
6.5 7.0 8.0

15
20

6.0

7.5
7.0

7.0
4.5

6.5

5.0
5.0

6.0

11.4
上部

100上部
50
1.５

9.0

20

上部
1700
1200

X6

1.8

6.0

24
13

RCIC-26
表⾯130

6.5

7.0
8.0 7.0

14

6.5
6.2

6.5

10

256.0
8.0

13
8.515

8.0
10

13 12

9.0
4.0 8.0

30

36.
014 15

14 18

18
19

10 25 25 18
20

4.5
4.0 6.0

10

15 20

25 8.0
8.0 2.5

7.0
13

6.0
9.0
2.1

9.0

5.5
15
7.024

14

15 8.5 13
10

315°側上部
28〜60

上部ペネ近傍20〜69
下部ペネ表⾯7〜220

12
サンプラック

前28
計装ラック
前22

7.0

10

34.1

20

9.0

200床表⾯ＭＡＸ
4780

24

27 53
44 50 37

155 46 50
45 44

2.214

14
14

15

35
50

45

3510075
91.6 65.640

964.5

60
69.8

46.2

80
68.9

35

21.7

27 27.5 22
203.1

1510
2290

98
903637.5

430

X100B

1.9
1.2

3.0 2.0
2.5

4.5
4.5

8.0 3.0
22.0

3.57.03.5
7.03.5

4.0
3.5 3.5 4.5
3.5

5.0

4.0
100
230

床近傍
2100

X49表⾯
MAX800

X40B表⾯
MAX 23

15
48

26
127

290800 182
0 290138 600

1280110022
0

30
0

床貫通部
4700

ファンネル直上

2200

60

90
120

40 95
54

24
7

5.0
6.5 7.0 8.0

15
20

6.0

7.5
7.0

7.0
4.5

6.5

5.0
5.0

6.0

11.4
上部

100上部
50
1.５

9.0

20

上部
1700
1200X100B

1.2 1.2
1 1.7

2

4.5
4.5

6.5 5
15

2.62.52
2.72.4

2.7
2.5 2.5 3.2
2.2

10 91
1097

167139
3141662

203659
150

42 95
525

6.5 6.5 20
23
20

8

6
6

5.5
5.5

5

4
6

3

5
1.3

10
3

4 1.5
7

60

9

3

6.5

2.2
X6

1.8

6.0

24
13

RCIC-26
表⾯130

6.5

7.0
8.0 7.0

14

6.5
6.2

6.5

10

256.0
8.0

13
8.515

8.0
10

13 12

9.0
4.0 8.0

30

36.
014 15

14 18

18
19

10 25 25 18
20

4.5
4.0 6.0

10

15 20

25 8.0
8.0 2.5

7.0
13

6.0
9.0
2.1

9.0

5.5
15
7.024

14

15 8.5 13
10

315°側上部
28〜60

上部ペネ近傍20〜69
下部ペネ表⾯7〜220

12
サンプラック

前28
計装ラック
前22

7.0

10

X6

4
1.4

5
6.5

4.8

4.2
4.5

4.2

4.5
4.1

3.6
5

5.6

5

5.5 5.56.5
5
5

5.1 5.8

4.8

5.1

7.3
8.1

7.3 7
12 13

11
10

10 13 9.1
7.9 9

7
7.3

12
5.5

40
6.5

3.6
8

9
4.8
4

4.8
4.7

3.5

64.95.4

7.5

7
7 2.5

10

5.4

6.7

4

5.3

5.9

3

11
7.9

8
4

4

7.8

34.1
2

20

9.0

20
0床表⾯ＭＡＸ

4780

24

27 53
44 50 3715
5 46 50

45 44

2.214

14
14

15

35
50

45

3510
075

91.6 65.5940

964.5

60
69.8

46.2

80

68.88

35

21.7
4

27 27.5 22
203.1

1510
2290
98

903637.51

43
0
20

7

55

21
22

20
50

19

21

22
28

2.37.2

9.7

16

1434
43

22
58

63
52

57

26

30

35

9

30
18 40

124
105
50

635627

31
13

14

8
23

12
19 15

15

35
40

31

7.48.5

10
9.2

11

1328
313441

２
０
１
２
〜
２
０
１
３
年
調
査

２
０
１
４
〜
２
０
１
５
年
調
査

3mSv/h 以下 3mSv/h 〜10mSv/h 10mSv/h 〜20mSv/h 20mSv/h 〜50mSv/h 50mSv/h 以上

16

1〜3号機の放射線量 収納・移送・保管デブリ取出PCV補修デブリ調査除染
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PCV内部調査技術
ペデスタル外側の調査（１号機）

X-100B
ペネトレーション
(φ115mm)

狭隘部⾛⾏時

調査時
変形

○形状変化型ロボット（B2調査)
ペデスタル内側の調査（２号機）

○クローラ型遠隔調査ロボット（A2調査）

変形

調査時

狭隘部
⾛⾏時

X-6 
ペネトレーション

CRD レール

ペデスタル内
燃料デブリ

（イメージ）

ペデスタル外
燃料デブリ

（イメージ）

17

収納・移送・保管デブリ取出PCV補修除染 デブリ調査

１号機作業員
アクセス⼝

（注）上の写真はB1調査時の
ロボットです。
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1号機 2号機 3号機

収納・移送・保管デブリ取出PCV補修除染 デブリ調査

核燃料：約69トン 核燃料：約94トン 核燃料：約94トン

デブリ量(ﾄﾝ)
炉内 15ﾄﾝ
炉外 264ﾄﾝ

損傷なし

ペデスタル外側
調査を優先(デ
ブリのシェルへ
の到達状況) デブリのイメージ

ペデスタル内側
調査を優先(プ
ラットフォームの
損傷状態)

作業員アクセス⼝

漏⽔

炉外のデブリ量(ﾄﾝ)
解析等 195ﾄﾝ

ミュオン調査 0〜30ﾄﾝ

⼀部破損 ⼤規模破損

デブリ量(ﾄﾝ)
炉内 21ﾄﾝ
炉外 343ﾄﾝ

PCV内部調査⽅針

18

⽔位
約3m

⽔位
約0.3m

⽔位約6.5m

CRDﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ
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記号

19

▶ 「B2」、「A2」の意味
⇒ペデスタル外側調査を「Ｂ」
⇒ペデスタル内側調査を「Ａ］
⇒数字は、調査のステップ
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【調査⽅法】
 線量率の３次元的計測
 ⽔中カメラによる撮影
【実施時期】
 2016年度中

クローラ部(左右)

ウィンチ部

センサユニット

：ﾚﾝｽﾞ⽅向
：照明⽅向

カメラ

LED ⼩型カメラ
燃料デブリ（想定）

X-100B 地下階開⼝部 １階グレーチング

ペデスタル 地下階

１号機ペデスタル外調査（B２調査）

20
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調査⼿順

２号機ペデスタル内上部調査（A2調査）
【調査⽅法】
 カメラによる撮影
【実施時期】
 線量低減後早期に実施

２.レール上堆積物除去 ３.A2調査１.ペデスタル内事前確認

X-6ペネ

ペデスタル

CRDプラットホーム

CRDハウジング

CRD交換機

洗浄ノズル
カメラ

スクレーパ板

２.堆積物除去装置

前⽅カメラ＆照明

後⽅カメラ＆照明

クローラ

３.A2調査装置

ガイドパイプ

テレスコピック機構

パンチルト
カメラ

21

パンチルトカメラ
・照明

１.事前確認装置
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：補修・⽌⽔範囲ベント管⽌⽔試験

１／２スケール試験体で
⽌⽔性能を確認（⼯場）

ベント管

22

閉⽌補助材⽌⽔試験

閉⽌補助材

１／１スケール試験体で閉⽌補
助材の⽌⽔性能を確認（屋外）

真空破壊ライン⽌⽔⼯法（１号機）

ベント管⽌⽔のイメージ

フレキシブルガイドパイプ

⽌⽔プラグ ⽌⽔プラグ

閉⽌補助材

遠隔マニュピレータ

ベント管

R/B1階床
⾯模擬

真空破壊ライン 逆⽌弁

ベローズ

1/1スケール試験体

真空破
壊ライン

ベント管

PCV補修・⽌⽔技術 収納・移送・保管デブリ取出デブリ調査 PCV補修除染
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：補修・⽌⽔範囲

閉⽌補助材

遠隔マニュピレータ

ベント管

23

実規模試験体（1/8セクター）

サプレッション
チェンバ（S/C）

ダウンカマ

トーラス室
壁⾯

ベント管

クエンチャ

約
13

m

作業フロア

試験体

楢葉遠隔技術開発センター内に建設

ベント管⽌⽔（イメージ）

試験体内部状況

サプレッション
チェンバ

ベント管

ダウンカマ

クエンチャ

トーラス室壁⾯上部

サプレッションチェンバ内

PCV実規模試験 収納・移送・保管デブリ取出デブリ調査 PCV補修除染
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放射性ダストの閉じ
込め機能の確保
遠隔操作技術の確⽴
被ばく低減・汚染拡

⼤防⽌技術の確⽴

デブリ取り出し技術

2424 ©International Research Institute for Nuclear Decommissioning

ロボットアーム

アクセスレール

X6ペネ

横アクセス⼯法（概念）

ロボットアーム

遠隔作業⽤柔構造
アーム

基盤技術の開発

気中-上アクセス⼯法（概念）

作業セル

天井クレーン

RPV内
アクセス装置

シールドプラグ

使⽤済
燃料
プール

ドライヤ/セパ
レータプール

冠⽔-上アクセス⼯法（概念）

作業セル 上部テーブル

下部テーブル
使⽤済燃料ﾌﾟｰﾙ

技術的課題

収納・移送・保管PCV補修デブリ調査除染 デブリ取出
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シールドプラグ
PCVヘッド

RPVヘッド

蒸気乾燥器
気⽔分離器

燃料デブリ

気中-上アクセス⼯法による燃料デブリ取り出し（イメージ）

RPV内⾯
シール

装置下部
シール

アクセス装置

加⼯装置・
作業⽤アーム

旋回装置

開⼝部
上下

燃料デブリ

RPV内アクセス装置（イメージ）

ダスト⾶散防⽌⽤フィルム開閉式遮へいポート

カバーセル

25
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収納⽸の設計
 燃焼度と濃縮度が⾼い→反応度⾼
 コンクリートとの溶融⽣成物→コンクリート中の⽔分の放射線分解による⽔素発⽣
 海⽔注⼊、計装ケーブル他との溶融→塩分の影響、不純物の混⼊

収納・移送・保管技術

移送⽅法（気中-横アクセス⼯法の場合）

搬出⼊⼝
(増設)

デブリ取出し 収納⽸に収納

原⼦炉建屋

燃料デブリ
取出し収納セル

収納⽸の
洗浄等

収納⽸を
移送容器に収納 移送容器搬出

収納⽸取扱セル

搬出セル
燃料デブリ搬出建屋

保管施設

保守
セル

収納⽸ユニット
キャン 搬送台⾞ 移送容器 トレーラー

⇒1F固有の課題に対処

26

デブリ取出PCV補修デブリ調査除染 収納・移送・保管
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技術的課題

収納・移送・保管技術

燃料デブリ取
り出し装置

UCト取扱装置
上部格⼦版

燃料デブリ

収納⽸

【低汚染区域】

リフター

地上階
輸送⾞両

【隔離エリア】【搬出エリア】

移送⽅法（上アクセス⼯法の場合）

気密容器 移送容器

【中汚染区域】【⾼汚染区域】

デブリ取出し
収納⽸に収納

収納⽸
洗浄等

収納⽸を
気密容器に収納 移送容器搬出

気密容器を
移送容器に収納

原⼦炉建屋／コンテナ

27

デブリ取出PCV補修デブリ調査除染 収納・移送・保管
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▶ 全ては現場のため。「現場を良く知る」ことが開
発の第⼀歩。

▶ しかし、放射線量の⾼い1F現場では調査をす
るにも被ばくを伴う。「現場の情報が限られた」
なかで研究開発を進めないといけない。

▶ よって、現場の状況変化に柔軟に対応できる
「ロバスト」な研究開発をしておくことが重要。
最初から最適化を求め過ぎない。

「ロバスト」：多少の不確定要素があってもうまくいくこと。

研究開発まとめ
〜IRIDが⽬指すところ 〜
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3. ⼤学との連携
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⼤学との連携事例１〜遠隔除染技術の開発~

 カメラの情報のみでは周囲の状況を把握しにくく、ロボットの操作がしにくい。
 多関節マニピュレータを狭い場所で動かすことは、操作が複雑で難しい。

技術的課題

複数のカメラ画像を補正
した疑似俯瞰画像表⽰
技術

周辺把握１
【東京⼤ ⼭下研究室】

MEISTeRの疑似俯瞰画像
最大牽引力3400N

＊：マニピュレータの⼿先とベースを固定
した状態で全体の形を変化させる動作

 カメラやレーザセンサによる
3Dマッピング表⽰技術

周辺把握２
【筑波⼤ 坪内研究室】

3Dマッピング画像

操作性向上
【神⼾⼤ 横⼩路研究室 】

多⾃由度マニュピレータ
のセルフモーション*技術

セルフエモーション動作

＊：マニピュレータの⼿先とベースを固定
した状態で全体の形を変化させる動作

採⽤済

30
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コマツみらい建機協働研究所
【吉灘研究室】
建設機械を遠隔で⾃在にコン
トロールするためのシステムにつ
いて研究

複合メカニクス部⾨ 機械動
⼒学領域
【⽯川研究室】
⼒学系理論・制御理論を基に，
外部環境との間に働く拘束⼒
がいかに物体を移動させるかに
ついて研究

知能機械学部⾨ 動的ｼｽﾃﾑ制御
学領域
【⼤須賀研究室】
「ダイナミクス」と「制御」の本質を基
に，動的システムの新たな設計原
理を構築について研究

⼤学との連携事例2〜ロボットアームの開発~
⼤阪⼤学との連携

⼤型の油圧駆動ロボットアーム液圧マニピュレータ

成果

ロボットアーム開発
 液圧マニピュレータ、ロボットアームの位置制御性の向上(位置決め精度向上)

31
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ガイドパイプ

真空破壊弁⽌⽔

ストレーナ⽌⽔

補修材

課題（ニーズ） 分類
セメント系材料を注
⼊した場合の流動
挙動を事前に把握
したい。

シミュ
レーショ
ン技術

クエンチャ⽌⽔

S/C内充填⽌⽔（イメージ）

 S/C内充填⽌⽔（ダウンカマ⽌⽔、クエンチャ⽌⽔、ストレーナ⽌⽔、真空破壊弁
⽌⽔）の実規模試験は何度もできない。

技術的課題

サプレッションチェンバ
（S/C）

ダウンカマ⽌⽔

⼤学に対するIRIDニーズ〜補修・⽌⽔の例~

32
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4. みなさんに期待すること
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※申込者数：472⼈（7/19時点）

34

IRIDシンポジウム2016（概要）

アカデミア
81⼈

( 21%) 電⼒、電⼒
関連会社17

⼈(4%)
企業

100⼈
（25%）

公益法⼈12
⼈(3%)

報道25⼈
(6%)

⼤使館2⼈
(1%)

IRID組合員
120⼈

（31%）

⼀般8⼈
(2%)

国、⾃治体
29⼈(7%)

来場者数：394(⼈)【実施⽇】
 施設⾒学：8⽉３⽇

（福島第⼀、楢葉遠隔技術開発センター）
 シンポジウム：８⽉４⽇
【シンポジウム開催場所】
 東京⼤学 武⽥ホール

プログラム
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【施設⾒学会（８⽉３⽇）】

巡回バス内から⾒学 汚染⽔タンク

福島第⼀⾒学

試験棟内集合写真

楢葉遠隔技術開発センター⾒学
PCV実規模試験体

実規模試験作業床

【シンポジウム（８⽉４⽇）】
アカデミアパネル展⽰

⾼専・⾼専機構(3枚)⼤学・学会(9枚)
ロボット展⽰・デモ

筋⾁ロボットサソリロボット

東京電⼒HD特別講演

増⽥CDO

IRID講演

新井副理事⻑

施設⾒学会/シンポジウムの様⼦
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東⼯⼤
（7名）

東⼤
（6名）

早⼤
（4名）

芝浦⼯⼤
（4名）

東海⼤
（3名）

福島⾼専
（2名）

福島⼤
（1名)

神⼾⼤
（1名）

千葉⼯
（1名）

⼤変深
まった
55%

やや深
まった
45%

Q.廃炉について理解や興味が深まりましたか。 Q.今後のためになりましたか。

なった
100
%

アンケート結果（8⽉3⽇施設⾒学会）
【⾒学先】福島第⼀、楢葉遠隔技術開発センター
【参加者】⼤学⽣29名

Q.興味を持った施設はどこですか。

0

20

40

60

80

100

福島第⼀ 楢葉センター なし

アンケート回答総数：29⼈
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アンケート結果（8⽉4⽇シンポジウム1/2）
Q. 今回の開催テーマ（若⼿研究者、技術者の育成）
ついての感想

Q.アンケート回答者の所属 回答総数：208⼈

Q シンポジウム全体の満⾜度Q 時間配分についての感想
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学⽣の皆さん、
廃炉の未来・解決に向けて、

共に⼒を合わせよう

▶ 廃炉は世代をまたいだ⻑期事業
▶ 現役技術者⇒次世代技術者へのたすきリレー

1F廃炉の将来の担い⼿は？
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ご清聴ありがとうございました。


